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開
明
る
い
町
は
あ
な
た
の

東
て

七
月
七
日
は
拶
議
院
漉
挙
投
票
日

芳
八
回
出
参
議
時
拠
地
橋
縄
県
遜
掛
惜
別
措
ム
税
率
、
中
間
関
防
総
な
ど
が
あ
で
設
ま
す
。
開
削
滋
っ
て
淡
い
た
た
あ
せ
っ

挙仲川、

e
F
U
R
L
U
誌
の
詩
摺
植
民
に
号
、
ま
た
、
関
岡
市
内
的
に
は
、
総
投
開
珊
の
し
か
た
か
く
の
投
開
械
が
務
効
主
な
ら
な

投
薬
け
か
行
な
わ
れ
ま
す
。
的
明
朗
脳
の
愛
媛
‘
公
明
習
な
ど
私
た
地
方
反
主
会
関
ν院
の
淡
挙
を
い
よ
う
に
後
怒
し
て
く
だ
さ
い

今
回
掛
り
選
挙
凶
弘
、
開
階
級
三
十
ち
間
間
県
内
ゑ
活
の
問
問
附
舗
が
あ
り
ま
い
っ
し
ょ
に
行
な
い
ま
す
の
で
設
問
悌
臨
時
関

七

年

七

万

一

尽

に

行

な

わ

れ

た

す

。

ど

校

識

し

て

く

だ

さ

い

。

役

割

散

は

午

緩

い

も

脇

町

か

ら

午

後

Lr六
回
開
官
理
常
選
挙
に
お
い
て
選
こ
の
よ
う
な
裁
大
な
事
を
蕃
地
方
認
の
投
察
刷
用
絞
は
白
色
六
時
吋
ま
で
で
す
的
で
卒
め
に
す

挙
さ
れ
た
議
長
川
炉
、
今
年
の
七
議
す
る
参
議
院
は
今
回
の
滋
余
頭
町
悼
の
投
索
用
紙
拡
赤
色
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

同

日

一

一

均

一

汗

叶

る

こ

と

一

一

日

計

諮

問

日

埼

の

不

在

者

投

票

@

代

理

投

票

を

選

挙

す

る

参

議

室

塁

数

参

議

混

と

い

う

所

に

つ

い

て

間

出

し

ま

し

ょ

う

は
、
品
関
口
写
で
も
お
忽
ら
せ
し
ま
は
矢
張
り
前
号
で
お
知
ら
せ
し

;

i

し
た
が
、
金
田
同
区
選
出
向
議
長
め
ま
し
た
と
お
り
で
す
、
こ
れ
か
選
挙
の
当
日
‘
投
禁
訴
に
一
行
だ
さ
い
。

う
ち
七
丹
七
お
に
径
関
滋
?
と
ら
六
年
と
い
う
長
い
間
私
途
に
っ
て
投
棄
す
る
こ
と
め
で
き
な
筏
療
、
負
終
な
ど
で
両
国
宅
?
に

な
る
双
十
名
と
、
間
階
級
協
十
六
代
っ
て
際
政
を
担
当
す
る
わ
け
い
方
む
た
め
に
、
不
在
者
投
禁
寝
て
い
る
方
は
、
選
挙
管
理
一
委

年
七
河
一
二
詩
に
筏
銭
湯

γ
主
な
で
す
か
ら
十
分
理
解
す
る
と
主
の
制
度
が
あ
ち
ま
寸
。
員
会
ま
で
来
て
い
た
だ
か
な
い

る
組
織
災
の
う
ち
欠
員
…
名
主
、
が
大
切
で
す
。
投
棄
一
般
に
行
っ
て
投
開
読
む
で
と
不
在
者
投
開
治
は
で
き
ま
せ
ん

さ
ら
に
抽
地
方
区
晴
雄
山
山
畿
気
の
七
今
回
か
ら
選
挙
擦
も
寝
泊
問
た
新
き
な
い
方
と
は
、
選
挙
議
申
賓
が
、
競
位
協
に
入
っ
て
い
る
人
が

十
笈
点
棋
の
淡
一
一
十
六
名
で
す
。
有
機
者
の
ガ
は
も
ち
ろ
ん
、
督
、
ず
る
ガ
が
、
や
む
を
え
な
い
間
畑
山
終
的
出
に
九
時
泌
し
て
い
る
場
合
、

な
れ
初
、
後
万
阪
の
う
ち
千
-
策
一
い
ご
十
才
代
金
万
は
必
ら
ず
役
務
や
事
絞
め
た
め
品
臨
む
市
将
校
そ
の
出
問
世
祝
日
か
不
在
者
役
時
明
日
か

然
消
地
出
向
紬
蹴
斜
践
の
滋
勅
棋
は
ニ
名
で
務
し
ま
し
ょ
う
ひ
緩
近
の
議
挙
に
波
行
し
て
い
る
と
か
、
渓
時
間
で
き
る
終
段
で
あ
れ
ば
、
そ
の

す
。
で
も
緩
い
人
の
綴
織
が
悶
阿
波
ち
負
傷
望
綾
織
な
ど
で
歩
行
ぷ
輩
品
川
総
畿
で
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
的

今
問
闘
の
嚇
瀦
挙
山
川
嚇
親
中
〈
九
時
総
臨
時
ま
す
。
し
く
明
関
脇
搬
な
方
、
あ
る
い
は
少
議
持
拡
お
よ
び
名
人
ホ
!
ム
な
ど

を
終
っ
て
お
り
ま
す
3
m
m狗
関

投

開

献

で

古

事

人

格

隊

、

綴

入

浴

滋

淡

H
A
び
殺
人
に
い
る
カ
は
そ
こ
で
で
き
ま
す

十
支
与
の
詞
米
安
入
拡
隊
隊
糸
仇
制
限
和
二
十
一
応
年
六
月
ニ
日
ま
ホ
i
ム
に
い
る
ガ
な
ど
が
仲
鋭
災
↓
本
義
務
桃
抗
議
出
品
僻
抗
議
白
金
倒

的
絞
り
緩
い
、

n
H
本
の
出
品
A

認

な

で

に

然

れ

た

人

マ

滋

懲

人

名

枇

慨

し

ま

す

。

伐

材

ま

で

で

き

ま

す

の

旬

、

右

の

ど
う
し
て
勺
る
か
開
問
災
ひ
と
り
に
絞
れ
糊
さ
れ
て
い
る
人
心
し
た
が
っ
て
、
協
同
議
終
丹
時
間
よ
う
な
説
明
会
は
背
中
海
議
投
銭
安

ひ
と
り
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
た
だ
し
後
泌
総
統
を
か
え
に
緩
行
す
る
ガ
や
出
向
描
織
の
予
笈
淡
ん
皆
、
築
地
概
念
す
る
と
&
の
な

な
い
問
婚
で
す
。
た
人
で
品
別
総
統
柏
崎
の
市
町
村
の
に
あ
た
る
カ
は
そ
れ
を
疑
緩
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
抽
出
綴
際
的
な
も
の
で
は
議
場
人
名
簿
に
裁
緩
詣
れ
て
い
す
る
も
の
を
も
っ
て
、
卒
お
に
災
絞
め
カ
あ
る
い
は
批
判
体

湾
出
向
の
総
数
機
議
様
、
ベ
ト
ナ
る
人
は
そ
の
R
A
鋭
機
で
設
楽
滋
挙
協
同
幾
一
淡
路
民
会
へ
お
と
し
く
に
放
燦
が
あ
立
、
叫
脱
線
用
紙

一
本
十
年
日
間
開
刀
}
白
か
ら
始
め
て
君
主
、
剛
同
議
六
時
芝
掛
け
如
何
定
哲
し
て
い
た
だ
き
・
奪
事
故
に
め
然
険
金
務
家
に
必
一
線
な
幾
縦
一

一お

9
ま
す
町
民
変
通
傷
害
保
険
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
寸
発
同
開
ず
る
対
す
る
際
経
・
交
鴻
論
議
品
院
に
対
役
、
す
べ
て
役
務
社
会
戸
線
終
日
一

一
も
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
、
四
本
町
は
、
産
業
、
緩
拙
師
、
文
化
す
る

8
党
を
務
ち
、
安
心
し
て
に
あ
争
ま
す
a

一

…
月
三
十
日
環
在
で
加
入
者
数
七
の
排
酷
遇
す
る
動
指
部
主
し
て
、
年
怒
沼
会
送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
つ
交
現
地
事
叫
批
判
紙
切
宙
開
一

一
千
三
宮
九
十
人
で
、
そ
の
内
訳
々
交
通
蚤
も
滋
増
し
て
お
れ
ツ
ま
も
の
ぜ
ず
。
官
雫
品
棋
が
怒
っ
・
た
ら
至
急
も
よ
う
一

一

は

、

一

般

加

入

者

三

千

一

一

一

十

一

す

。

な

お

不

参

に

し

て

¥

交

遜

-n'mw
務
察
へ
開
明
け
て
箆
問
問
機
を
一

一
入
、
生
活
保
護
者
二
百
十
六
人
ま
た
、
交
通
量
の
滋
墳
に
持
事
故
に
会
わ
れ
た
場
合
紋
・
ゃ
ん
引
先
行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
一

詰
誤
川
区
一
二
目
先
通
告
漏
関
J
J
一告
m
F
i

…

年

生

ま

で

三

千

五

百

二

十

二

人

一

に

加

入

LJ4ALi--J
一
陣
酬
を
受
け
て
、
原
則
主
し
て
並

↑
で
て
こ
の
加
入
者
は
人
口
削
川
副
配
松
町
到
劃
配
劃
だ
ち
一
に
そ
の
樹
祭
姿
を
役
場
町
民
療
が
終
っ
た
昨
吋
点
で
医
師
に
記
…

ト
の
約
一
一
十
パ
!
セ

γ
ト
間
約
で
し
申
υ

護
衛
も
合
わ
せ
て
行
な
ワ
て
お
ム
現
地
銭
安
祭
ま
で
ご
遂
絡
く
だ
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
↑

一

た

が

し

だ

い

に

加

入

者

は

機

え

お

静

ま

す

が

慈

愛

与

語

、

。

一

一

一

、

保

鉄

金

請

求

書

及

び

傷

害

一

叩

i

い

き

し

状

況

報

告

議

十

↑
て
い
る
汲
状
で
す
。
っ
け
な
い
案
件
帆
で
あ
与
ま
す
。
ま
た
、
世
間
開
掃
に
保
険
金
を
議
筒
、
録
後
金
総
収
帝
宵
十

~
ま
た
、
}
九
月
ゅ
の
い
加
入
者
は
広
町
同
悶
途
の
回
明
る
く
曲
泣
か
な
品
ぶ
し
て
い
た
だ
く
の
は
原
獄
死
亡
事
故
の
場
合
の
必
閣
官
世
間
+

F
H双
十
一
一
一
人
で
ま
だ
ま
だ
中
市
初
役
み
よ
い
蜘
刊
に
す
る
た
仏
則
、
狩
主
し
て
‘
執
間
関
探
け
か
終
っ
て
か
ら
療
に
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こ
の
代
瑚
担
筏
出
世
を
行
な
う
係

は
、
各
投
票
一
併
に
‘
不
支
持
号
、

必
ら
ず
そ
の
二
人
が
立
会
っ
て

投
票
湾
紙
に
銭
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

選
挙
人
が
詮
れ
に
没
百
示
し
た
か

代
理
者
は
怒
密
を
山
す
る
よ
う
法

律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
安
心
し
て
申
し
出
山
て

く
だ
さ
い
コ
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死亡空 8 17 
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襲量入澄祭 88営手苦
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に
侯
妨
者
の
氏
名
が
議
け
な
い

方
の
た
め
に
代
理
投
一
認
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
方
は
、
当
日

投
薬
所
に
行
っ
て
「
訟
は

母
国
現
出
で
川
上
が
設
け
ま
せ
ん
か

ら
代
議
投
薬
を
し
た
い
」
と
係

に
申
し
出
ま
す
と
、
巾
ナ
の
書
け

な
い
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
る

と
係
が
代
っ
て
投
薬
剤
紙
に
そ

り
人
の
申
し
出
た
侯
錨
者
の
氏

名
を
同
制
緩
し
て
く
れ
ま
ず
。

飾

品

」

H
H

…
ー
一
〉
山
、
時
ミ
ス
ド
ゐ
二
、
』
二
p
b
u守
会
主

ゴ
寸
曹
、
V
A
H
q
d々
后
F
F
n
u
v
/
3
J

一
A

3
ム
白
羽

H
円

経
済
企
瞬
庁
ふ
な
ど
手
資
詔
説
察

学制凡川川開川
Jω

の
捌
叩
衡
化
に
伴
内
庁
関
柑
時
間
m
w
Z
之
び
終
的
線
開
閉
る
あ
お
ノ
さ
ま
で
す
。
こ
町
汚
描
問

な
っ
て
よ
ご
れ
る
…
カ
の
ヂ
朝
時
然
災
な
ど
…
授
が
手
掛
凡
滅
的
の
し
た
氷
は
、
都
渋
限
時
明
、
使
摘
す
る

加月
J

川
な
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
後
談
会
行
な
い
ま
し
た
。
こ
や
滋
洗
剤
と
措
闘
っ
て
同
地
食
っ
た

手
相
判
的
水
附
同
然
余
対
策
協
然
食
れ
に
よ
号
、
ポ
ナ
災
m
閥
的
水
掛
民
地
開
後
器
購
潟
水
と
な
れ
ソ
、
後
作
物
に

ハ
粉
潟
、
設
孫
子
町

emい
川
崎
蜘
吋
ふ
品
調
現
時
搬
は
一
務
総
指
地
し
た
と
い
及
ぼ
す
輪
以
慾
は
・
火
き
い
も
の
が

印
関
町
・
ハ
芥
附
叫
で
的
結
成
〉
で
え
ま
す
。
あ
静
ま
ず
。
ま
た
、
水
然
都
内
総

は
燃
に
町
内
閣
閥
均
点
対
策
の
い
捕
時
線
用
品
相
続
然
一
況
に
蜘
抑
制
比
さ
れ
て
い
に
よ
れ
ソ
淡
水
魚
が
災
劇
凡
な
お

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
れ
る
乎
籾
月
初
回
ば
‘
細
部
心
か
ら
五
十
び
て
市
関
口
附
織
的
闘
が
炎
わ
れ
、
僚

に
対
し
滋
で
は
挙
資
抑
則
前
引
水
分
と
い
う
治
潔
的
前
北
京
航
げ
か
ら
、
畑
A
m開
に
お
け
る
ぬ
燃
は
品
川
拙
慨
に

府
民
潟
十
世
一
等
行
な
う
と
と
も
に
、
ゑ
淡
に
そ
の
館
料
川
叫
が
匁
愉
叫
ん
ぬ
し
ひ
ん
し
て
お
り
.
ゎ
ヂ
か
な
が

国
に
対
し
氷
淀
川
附
全
長
に
ゆ
忌
づ
て
お
号
、
ま
た
向
後
工
数
検
燃
滑
ら
幾
漁
植
物
に
よ
る
紛
青
山
山
間
怖

く
手
索
引
の
水
総
指
定
お
よ
び
と
し
て
各
市
前
向
は
工
場
絞
殺
を
に
た
よ
っ
て
い
る
汲
泌
で
す
。

水
田
民
主
幸
司
法
制
に
つ
き
婆
印
刷
且
行
な
っ
て
い
て
工
場
の
遂
際
さ
ら
に
挙
資
泌
は
印
樹
脂
秘
主
合

を
し
て
ま
い
つ
ま
し
た
。
も
数
多
く
叉
ら
れ
ま
す
"
と
の
せ
て
閥
府
立
公
開
問
の
愛
沼
を
受
け

地
元
市
計
円
の
的
問
情
め
か
い
ふ
お
よ
う
に
手
交
抑
前
田
河
辺
の
都
市
化
て
い
ま
す
が
、
水
質
の
汚
水
と

っ
て
、
，
A

る
六
月
十
二
告
に
は
に
終
い
、
工
場
a

事
業
市
閉
会
各
臭
気
に
よ
り
美
観
が
著
し
く
そ

水
質
審
議
会
の
新
毘
拍
車
口
支
議
会
家
定
か
ら
券
出
向
さ
れ
る
汚
水
に
こ
な
わ
れ
、
昔
日
の
お
も
か
げ

長
、
保
審
議
会
崎
市
会
邸
郎
会
わ
市
内
よ
ち
手
賞
沼
の
一
本
は
誌
を
退
つ
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。

出
俊
一
郎
議
会
長
、
経
怯
罰
金
滋
て
汚
濁
宙
齢
化
し
、
臭
気
を
発
す
手
質
汚
水
質
保
全
対
策
協
議

会
は
視
察
印
凶
に
対
し
以
上
申
よ

う
な
状
況
を
強
く
訴
え
る
と
邑

も
に
、
必
ず
賀
滋
の
公
共
伎
の
保

務
と
い

5
見
地
か
ら
、
二
同
も

閤
ナ
く
決
の
よ
う
な
水
質
保
念
対

策
念
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
同
回

線
情
し
ま
し
た
。

コ
チ
質
問
水
崎
明
の
金
繰
常
務

総
水
滅
と
し
ゼ
い
た
だ
き
た

、。し
ぺ
…
、
添
削
減
制
問
お
よ
び
こ
れ
に
流

入
す
る
A
W
災
潟
水
淡
に
つ
い

て
、
機
漆
期
本
潟
地
獄
・
劇
的

品
ん
の
利
附
加
附
閥
的
別
に
応
じ
た
氷

樹
州
議
機
の
制
腕
削
制
点
伎
一
行
な
っ
て

い
允
だ
き
た
い
。

一
一
一
、
公
共
下
水
叫
滅
的
畿
財
棋
に
つ

い
て
は
、
出
別
館
市
防
の
叫
問
時
制

カ
で
は
非
常
に
閣
時
械
で
あ
る

の
で
、
桝
聞
に
、
お
い
て
裁
判
別
峰

置
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。
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争
災
者
の
救
援
に
で
曽
ま
し
で

は
、
会
方
密
か
ら
都
制
服
開
会
ふ
が

滋
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ゐ
ち

ま
す
が
、
我
孫
子
荷
で
も
、
会

開
削
体
及
び
畑
出
入
、
ま
た
は
閉
所
名

で
談
後
金
が
役
場
社
会
譲
に
屈

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
か
で
も

み
ど
ち
注
入
ク
ラ
ブ
〈
会
長
川

前

号

で

お

加

知

ら

せ

し

た

間

関

積

極

新

設

引

で

は

、

燃

は

仰

回

収

を

町

と

本

待

を

終

ぶ

厳

然

パ

見

・

行

な

い

吋

の

臨

附

伎

と

問

問

時

に

察

手

支

障

我

孫

子

閥

抗

燃

の

蹴

刺

殺

パ

&

を

売

っ

た

お

女

合

会

綴

十

批

判

見

路

線

同

弘

、

六

月

一

一

十

日

か

ら

沖

地

震

の

議

竣

念

に

滋

れ

ソ

た

い

緩

行

を

間

開

始

し

ま

し

た

。

と

申

し

出

て

く

れ

ま

し

た

の

で

滞

期

日

行

側

開

始

当

日

午

前

七

時

哨

湖

町

で

は

さ

っ

そ

く

話

会

予

綿

織

燃

ぎ

か

ら

始

発

地

で

あ

る

沼

市

開

蜘

問

中

広

畑

附

を

議

じ

て

り

災

地

的

俊

手
糊
閣
僚
機
所
で
、
沼
荷
狩
a

我

織

に

ゆ

絡

付

い

た

し

ま

し

た

。

時

間

予

防

的

問

附

諸

問

を

は

じ

め

市

内

た

お

、

慈

部

品

令

官

聞

の

内

訳

は

町

の

筒

ぷ

会

炎

・

官

民

災

バ

ス

品

相

次

の

主

お

9
で
す
。

営

業

所

後

な

ど

隅

開

係

議

に

よ

れ

ノ

諸

説

川

一

一

治

則

悶

郎

H
千
悶
川
松
本
久

関

遠

式

"

か

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

コ

一

郎

純

一

万

内

総

孫

予

防

伝

河

湾

を

代

表

し

て

市

中

会

初

間

関

町

業

訓

練

所

後

械

化

酬

釧

捕

間

金

一

間

関

長

が

お

授

の

あ

い

さ

つ

な

総

べ

な

か

で

「

こ

の

時

間

線

の

側

関

漁

に

る

。

を

制

品

上

時

都

棋

腕

都

主

総

統

令

H
一
、
二
八
べ
間
二
機
笈
凝

た

あ

と

、

両

町

の

町

長

に

よ

っ

よ

号

、

初

出

一

一

間

・

攻

孫

子

…

問

附

叫

が

た

か

め

て

い

き

た

い

。

」

之

、

等

学

校

生

徒

会

見

え

で

υ

。

て
脳
開
通
安
祝
う
紅
白
母
子
i
プ

こ

十

後

零

翁

の

よ

ラ

な

つ

き

あ

殺

の

夜

吟

の

深

い

仲

結

び

つ

き

を

一

約

九

九

府

吋

市

n
g治
会
2

笈
千
即
日

に

ハ

サ

ミ

が

入

れ

ら

れ

、

七

也

吋

い

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

と

液

中

出

し

な

が

ら

述

べ

て

い

ま

し

み

ど

争

議

入

ク

ラ

プ

H

一八句

二

十

近

分

終

協

滋

一

番

バ

見

は

と

は

本

滋

に

硝

摘

し

い

こ

と

で

お

ふ

た

o

a

ふ
つ
叩
乱
闘
は
一
銭
募
金
H
m間一一一

沼
機
ふ
品
孫
子

4

ぬ
鈴
の
い
っ
そ

!

t
‘
.
w

一
双
聞
け
大
木
製
校
衣
類
円
以
タ

こ

一

詩

情

説

れ

刊

誌

十

勝

沖

地

震

計

ル

給

計

官

一

宛

い

ま

し

た

伽

義

援

金

集

ま

る

H
一

五

五

主

将

喜

子

一

際

世

議

一

番

亡

〈

が

化

時

吋

蕊

十

町

議

会

議

長

an

二品、

coo-

一

六

分

予

定

時

刻

ど

お

れ

ツ

鋭

部

郁

子

中

古

る

五

月

十

六

日

に

十

勝

沖

海

送

、

東

北

湾

総

に

抽

脱

線

が

邸

内

義

援

金

会

計

託

丸

一

、

七

一

級

広

場

に

到

着

す

る

と

、

災

ち

に

豆

諸

些

ん

し

た

地

震

に

よ

号

、

泳

た

と

と

は

設

に

お

気

の

穏

で

す

出

向

七

行

i

j

i

j

i

j

i

g

-

-

j

i

g

-

z

i

i

 

う
労
力
し
て
お
り
ま
す
。
会
針
繍
し
ま
し
た
。
ぉ
一
人
で

犯

罪

の

・

な

い

明

る

い

号

、

き

ま

雲

母

絡

会

議

れ

で

も

気

軽

江

主

時
押
が
峨
峨
加
し
て
お
号
、
ま
た
.
し
て
〈
だ
さ
い
0

4

即
日
討
議
給
付
ザ
令
が
だ
ん
だ
ん
低

wv
期
日
八
月
二
詰
;
四
日

く
な
号
、
慾
笈
に
な
っ
て
ま
い
曹
関
後
数
詩
似
混
雑
神
時
阿
古
関
係

争
ま
し
た
後
援
な
附
判
る
く
し
地
曹
会
畿
二
千
聞
け
ハ
交
滋
幽
明
、

拙
棋
を
仲
試
み
よ
く
し
、
隊
機
窓
際
宮
治
由
貿
‘
綴
総
数
〉

務
に
し
、
わ
た
く
し
た
ち
貯
金
V
募
集
人
質
問
十
お

総
務
時
棋
を
き
れ
い
に
し
て
得
条

w
v
#
世
相
出
資
格
町
内
仰
い
絞
殺
、

あ
る
青
少
年
を
懇
の
滋
内
ふ
み

在
勤
、
在
学
8
3も
わ

同
地
ま
な
い
よ
う
お
互
い
に
枠
拡
霞

し
合
い
犯
罪
少
な
い
四
割
る
い
絞

wv
突
通
貨
切
パ
ス

み
よ
い
対
を
つ
く
ち
ま
し
ょ
う
V
品
世
相
間
取
し
込
キ
七
万
二
十

七
詩
ま
で
に
会
費
を
添
え
て

ゆ
炎
公
開
略
的
縄
、

A
尚
北
支
所
、

あ
俊
文
裕
閉
め
各
市
部
り
へ
。

な
お
、
日
綴
院
の
受
付
は
中

央
公
民
綴
で
行
な
い
ま
す

ζ

V
問
い
合
せ
パ
ヘ
一
…

j
O笈一

五
中
央
公
陣
内
鎖
的
門
殺
到
持
援
策

λ

告
へ

先
祭
縦
訓
で
す
の
で
参
畑
出
器
級

審
は
皐
a

叫
が
甘
い
・
申
し
込
み
く
だ

き
い
。

東武パス

手

ー
我

議事

六
月

十
日
か
ら
連
行
開
始

受
け
て
い
た
お
お
ぜ
い
の
紋
始
前

商
庖
街
や
地
え
の
人
た
ち
が
、

い
っ
せ
い
に
察
ん
な
総
予
を
も

っ
て
迎
え
ま
し
た
。

特
棋
河
知
子
時
抗
広
揖
切
で
は
、
品
抑
水

物
料
孫
子
貯
叫
長
が
お
続
の
あ
い
寄

っ
な
淡
べ
た
あ
と
梁
務
園
料
に

花
市
尻
町
附
聞
い
拾
が
行
な
わ
れ
ま
し

た。
と
の
バ
ス
は
好
号
対
論
し
的
抑
JP

行
と
な
号
、
約
一
一
一
十
人
の
お
容

を
殺
せ
八
時
吋
に
線
一
F
へ
と
殺

議
し
て
い
き
ま
し
た
。

判
例
鈴
，
め
酌
町
長
は
あ
い
さ
つ
の

町
を
つ
く
ち
ま
し
ょ
う

の
蹴
憾
な
人
々
を
災
社
会
に
お
い

て
一
絞
技
会
人
の
隣
人
科
慌
に
よ

る
緩
解
と
極
か
い
協
力
の
え
に

託
会
人
と
問
機
の
数
日
浴
衣
さ
せ

な
が
ら
、
指
導
監
禁
し
ウ
つ
ゑ

叫
仰
の
面
的
や
あ
ら
ゆ
る
会
し
ん
判
制

緩
に
の
っ
て
、
一
宮
も
日
γ
く
安

b
A
し
み
ん
役
会
全
浴
が
で
き
る
よ

諒
し
い
高
原
へ

高
原
の
没
ん
だ
冷
気
と
次
問
問

の
や
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
は
ね

綴
る
と
い
う
こ
と
は
、
拘
私
允
ち

に
と
っ
て
い
つ
に
な
っ
て
も
浴

ふ
れ
ら
れ
な
い
息
い
自
に
な
り
ま ャ

ン
プ
に
行
こ
う

ふ

1
0ま

た
場
開
凶
仕
庁
生
活
に
よ
争
、

災
刊
は
耕
却
の
脊
淡
、
開
閉
口
H

へ
の
綴

カ
合
怒
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

つ
絞
め
と
お
争
キ
マ
γ
プ
品
眠
気

時~J'(fま幾重事長t乙花束を織る除)IJ災意義子ちゃんと

町田ゆきこちゃん

写真は関還を祝い絞殺のうF…プにハサミを入れる隠語f炎

七
ロ
バ
は
申
告
訴
得
税

才
一
一
期
分
の
結
期
で
す

化
月
は
申
告
所
得
税
分
一
綴

分
の
紡
織
で
す
.
絞
殺
は
計
月

一
段
か
ら
七
万
一
一
一
十
一
日
ま
で

に
お
近
く
の
銀
行
郵
使
局
、

ま
た
は
絞
戸
税
務
総
に
約
め
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
短
詩
納
税
制
度
止
な
ど

料
開
問
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
金
品
融
機
開
闘
が
砧
刺
殺

の
手
続
き
を
し
ま
す
。

ま
た
、
七
晃
三
十
一
日
の
約

制
刑
期
航
ま
で
に
砧
納
税
さ
れ
ま
せ
ん

と
滋
綴
今
か
余
分
に
か
か
り
ま

す
後
慾
納
税
制
俊
を
ま
だ
利

回
帰
さ
れ
て
い
な
い
ガ
は
、
と
丹

由
町
ど
割
問
問
問
な
さ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
‘
も

よ
り
の
A

鴨
川
鋭
機
問
問
ま
た
は
税
務

壌
に
お
い
て
受
付
け
て
い
ま
す

ま
た
‘
ぷ
繁
待
祭
、
業
況

不
伯
郡
、
料
税
務
鵠
明
後
邸
機
械
な
ど

の
た
め
、
本
命
中
分
の
税
制
聞
の
見

山
恒
妬
閉
が
、
お
知
ら
せ
し
た
汁
?
?

笈
納
税
義
挙
制
酬
い
よ
り
も
少
な

く
な
る
と
日
誌
ま
れ
る
方
沖
弘
、

ヒ
月
十
五
日
ま
で
に
波
紋
臨
a

務

を
し
て
、
本
年
分
の
ふ
申
告
叫
刺
殺

凶
尚
樹
制
緩
に
よ
っ
て
日
続
殺
す
る
と

之
が
州
、
き
ま
す
。
ι
な
お
申
請
警

の
間
用
紙
棋
は
税
務
警
に
用
意
し
て

あ
ち
ま
す
~
際
問
…
税
務
署
)

ゴ
J

、
の
容
器
は

ブ
タ
の
あ
る
も
の
を

ゴ
ミ
時
無
料
相
品
集
は
昭
和
一
一
一

十
八
浮
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
匂
品
胤
汲
援
泌
さ
れ
て
い
る

森
繁
に
入
れ
子
に
、
紙
袋
ゃ
、

F
Y
ポ
ー
ル
紺
欄
W

恥
入
れ
た
も
丹

が
多
く
な
争
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
回
線
没
後
松
山
上
司
所

控
上
競
技
大
会

緩
和
相
一
一
一
十
九
年
に
芳
一
一

ωが

行
な
わ
れ
今
年
で
五
際
お
な

滋
え
た
町
内
小
、
中
学
校
時
間
上

競
技
火
品
開
は
六
月
十
一
一
塁
我
孫

子
中
学
校
ダ
予

γ
ド
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
品
静
物
加
チ
i
ム
は
小

叩
埼
副
都
に
も
な
争
、
伎
や
で
占
的

島
知
ゑ
槻
怖
に
も
な
9
ま
す
。

ま
た
線
竹
却
処
分
で
き
る
か

ど
う
か
内
核
も
鈎
べ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
以
後
総
務
も
経
下
し

ま
す
ゴ
ミ
は
ぷ
哲
バ
ケ
ツ
を

必
ず
ど
使
累
く
だ
さ
い
。

晶
子
校
六
枚
、
中
学
校
一
一
…
校
マ
、

ト
ラ
ツ
夕
、
フ
ィ
ル
ド
と
熱
戦

が
く
ち
ひ
ろ
げ
ら
れ
日
頃
の
カ

を
十
分
に
発
掘
押
し
ま
し
た
。

位
和
蹴
爪
は
、
小
学
校
で
は
芳
同
開

小
山
本
柏
駅
‘
中
学
校
で
は
念
孫
子

中
学
校
が
綴
総
点
な
取
れ
ツ
酌
吋
長

杯
を
獲
得
し
ま
し
た

写真i主作年のキャyヅ総長そ

パ
ラ
チ
フ
ス

担
腸
チ
フ
ス
ラ
防
様
縫

宮
北
か
ら
款
に
か
け
て
流
行
す

る
綴
チ
ブ
丸
、
パ
ヲ
チ
ブ
見
出
り

予
防
波
叫
引
を
次
の
自
懇
で
行
な

い
ま
す
。

な
わ
刷
、
品
開
め
て
受
け
る
方
〈

一一一才
l
開問

Y
M
は一一一間間接意、

幾
年
}
間
間
接
器
開
、
四
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等主主t土中学生交差号車高子高ぴ

育

児

梢

相

談

七
月
舟
銭
加
問
育
児
相
談
の
日

畿
は
次
的
k
お
り
で
す
。

七
月
と
一
日
和
佐
支
所

七
月
十
九
mM

命
線
青
年
帰
路

七
月
一
…
五
日
H

山中品
A
A
A
史的出

七
月
ニ
パ
採
取
市
対
抗
副
臨
内
線

時
間
関
技
師
内
れ
も
ん
T
際
十
時
か

ら
十
二
時
時
ま
で
、
午
後
…
時
か

ら
支
持
ま
で
、
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J母
子
学
服
桝

を
絞
れ
ず
御
持
参
だ
さ
い
。

験

場

訂

一

応

め
削
胤
勺
、
削
削
縁
関
十
一
一
一
年
六
月

十
六
日
泳
部
付
〈
洋
一
一
夜
開
口
十
九

号〉

m
V
広
縁
あ
ぴ
と
商
計
十
唱
の
最

下
眠
法
「
帆
絡
の
納
付
狭
義
ゑ
」
で
六

浅
い
で
し
た
の
で
必
殺
び
し
む

添
い
た
し
ま
す
。




